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近畿水の塾のメイン事業である河川塾は、2000年11月30日に第1回「河川学原論『河川とは。望ましい川の姿』」にはじまりました。以降、月例で開催を継続している学習会です。年に数回は拡大版として、休日に現地視察、聞き取り調査、講演会なども行ってきました。テーマは河川や水環境に始まり、森林、生物、地球環境、一次産業、さらに暮らしや文化まで様々で、多方面から講師においでいただき、あるいは会員内部講師で、共に学んでまいりました。

このたび第1回から約10年を経て、100回目の開催を迎えることになりました。環境敏感は女性という事で、100回記念として女性技術者の視点から環境を語ってもらう事にしました。長く市民活動と共に環境仕事に関わってこられた女性技術者の方々にお話を聞くことになりました。横浜市職員で「よこはまかわを考える会」で活躍された礒ちず子さん、そして、国交省九州地整局で城原川をライフワークにされてきた田中秀子さんをお迎えします。話の川切りは、第98回の河川塾で講師をしていただき、再演リクエストの多い瀧健太郎さんに「滋賀県版流域治水」を特別講演です。瀧さんは名高き女性リーダー嘉田由紀子知事率いる、いえ、知事を支える滋賀の若手清新の技術者。その滋賀政策を、女性技術者はどう観るか、自らの仕事を紹介いただきながらの柔らかい会を持ちたいと思っています。たくさんの皆様、ことに女性の、ご参加をお待ちしております。

○日時：平成2２年3月27日（土）

13：00～16：00（開場1２：3０）

○場所：尼崎市立小田公民館1階ホール（ＪＲ尼崎駅北すぐ）

○プログラム　特別講演「滋賀県版流域治水」・女性技術者らによるフリーディスカッション

○講演者：特別講演：瀧健太郎氏（滋賀県流域治水政策室）

女性技術者：礒ちず子氏（横浜市職員）、田中秀子氏（国土交通省職員）

○資料代：会員・学生500円 会員外 １０００円

○主催：ＮＰＯ法人近畿水の塾　http://www.geocities.jp/npokinkimizunojuku/
	
【会場の位置】

尼崎市潮江1丁目11-1-101　（ラ・ヴェール尼崎1・2階）
TEL：06-6495-3181　※JR神戸線「尼崎」駅から徒歩約2分。



	申込書（　FAX　072-839-9124、E-mail　razgriz0ace@yahoo.co.jp　事務局；真下　）

１．河川塾　　　　　出席　・　欠席

２．懇親会　　　　　出席　・　欠席　・　思案中　

※どちらかに○をお願いします。なお、懇親会参加者は、3月20日までに申込みをお願いします。

氏名：

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL/FAX：



講師紹介





礒ちず子さん　


横浜市に勤めて横浜市民となった1972年、まちなかの川はどぶ川だった。職場の先輩、森清和さんに教えられながら自治体職員、市民として川の環境保全にかかわる。「よこはまかわを考える会」（発足1982年）では、'花鳥風月のまちづくり'を目指し、仲間と活動を続けている。」個人的には「技術者」と呼ばれるとちょっと退きます「技術者」には、ハードなイメージ、あるいは「これだ！」という確固たるもの・専門・・的なイメージがあるのだと思います。私の中では「技術系」職員ぐらいの感じかな。


　　　　


田中秀子さん　


野越・草堰など人々が数百年もの間、川との折合いを付けてきた個性的な城原川。昨年は有明海の満潮に重なった洪水が野越を越え、田に入った。溢れる野越の上に立ち、かつて農は洪水を受容したのではなく、氾濫灌漑として積極的に活かしたのではないかと思う。「筑後川を住民の手に」をスローガンに柳川の広松伝さん達と活動してきた市民活動・筑後川水問題研究会も３２年目。幸いにも木っ端役人。川はたくさんの人が関わってこそ多様性を増し光輝くと実感。





瀧健太郎さん  


川の日（７月７日）生まれ。大阪で生まれ育ち、京都で学生時代を過ごし、東京を経由して滋賀県に。ちょっとくらい行儀が悪くても、なにより地域から愛されている川が“いい川”だと信じています。川のキモチ、地域のキモチを感じて、自分のコトバで伝えられる土木技術者を目指しています。


「瀧君、工学博士ですよ！」（福廣）












































近傍の居酒屋｢万両｣にて懇親会を予定！（16:30～、参加費約3500円）











居酒屋「万両」





小田公民館








